
ナポレオンの定理
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　三角形の外側に辺，，を一辺とする

　正三角形をつくるとき，それらの重心を結んでできる

　三角形は正三角形である。

複素数による証明

　　図のように頂点および重心を表す複素数を

　　　　　，，，，，，

　とする。また，の回転を表す複素数をとすると

　　　　　

　であり

　　　　　   
    　より　  

　　　　　  
   　かつ　　であるから　  　……①

　　はの周りでをだけ回転した点であるから
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　より　

　は三角形の重心であるから
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　，についても，，，をサイクリックに置き換えることにより

　　　　　

       ，　


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　となる。これらから

　　　　　
 
 
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           
           

　ここで，分子の係数について①を用いると

　　　　　  ，　  ，

　　　　　  

　したがって
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           
           



　となる。これは，をの周りでだけ回転した点がであることを示している。すなわち，

　三角形は正三角形である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終


